
  令和６年度病床機能報告(久慈構想区域)の結果について

「岩手県における医療機能ごとの病床の状況（令和６年度）」
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/seido/1079911/1002827/1084869/index.html

2024（令和6年）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期
休棟中

(再開予定)

休棟中
(廃止予定)

合計

0 0 0 62 0 0 62
20 166 59 0 0 85 330
0 0 41 0 0 0 41
0 0 17 0 0 0 17
0 0 0 0 0 19 19
0 0 0 0 0 13 13
0 0 0 0 0 6 6

合計(a) 20 166 117 62 0 123 488
2025年必要病床数(b) 43 136 133 42 ― ― 354

差(a-b) ▲ 23 30 ▲ 16 20 ― ― 134

2025（令和７年）予定

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟 合計
0 0 0 62 0 62

20 163 59 0 0 242
0 0 41 0 0 41
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

合計(a) 20 163 100 62 0 345
2025年必要病床数(b) 43 136 133 42 ― 354

差(a-b) ▲ 23 27 ▲ 33 20 ― ▲ 9

 〇 病床の機能についてー 医療法により、療養病床又は一般病床を有する病院又は診療所は、

       次の４つの区分の中から１つを選択し、病棟ごとに病床が担う医療機能を都道府県に報告する

  こととされています。

 ［高度急性期］急性期の患者に対し、当該患者の状態の早期安定化に向けて、診療密度が特に高

   い医療を提供するもの（救命救急病棟、集中治療室、ハイケアユニット等の急性期の患者に

   対して診療密度が特に高い医療を提供する病棟）

 ［急性期］急性期の患者に対し、当該患者の状態の早期安定化に向けて、医療を提供するもの

   （高度急性期に該当するものを除く。）

 ［回復期］急性期を経過した患者に対し、在宅復帰に向けた医療又はリハビリテーションの提供

   を行うもの（急性期を経過した脳血管疾患、大腿骨頚部骨折その他の疾患の患者に対し、

   ADL（日常生活における基本的動作を行う能力）の向上及び在宅復帰を目的としたリハビリ

   テーションの提供を集中的に行うものを含む。）

 ［慢性期］⾧期にわたり療養が必要な患者（⾧期にわたり療養が必要な重度の障害者（重度の意

   識障害者を含む。）、筋ジストロフィー患者、難病患者等を含む。）を入院させるもの

医療機関名称

 洋野町国民健康保険種市病院
 医療法人健生会 竹下医院
 久慈市国民健康保険山形診療所

医療機関名称

 久慈恵愛病院
 岩手県立久慈病院

 洋野町国民健康保険大野診療所
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 久慈恵愛病院
 岩手県立久慈病院
 洋野町国民健康保険種市病院
 医療法人健生会 竹下医院
 久慈市国民健康保険山形診療所

 普代村国民健康保険診療所

 普代村国民健康保険診療所
 洋野町国民健康保険大野診療所
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